A study of integrated environment for heterogeneous geographic information generated in tsunami recovery processes by Nizamuddin
A study of integrated environment for
heterogeneous geographic information generated
in tsunami recovery processes
著者 Nizamuddin




 氏 名（本籍）    Nizamuddin （インドネシア）  
学 位 の 種 類    博  士（情報学） 
学 位 記 番 号    博 甲 第 6657 号 
学位授与年月日    平成 25 年 4 月 30 日 
学位授与の要件    学位規則第 4 条第 1 項該当 
審 査 研 究 科      図書館情報メディア研究科 
学位論文題目  
  A study of integrated environment for heterogeneous geographic information
generated in tsunami recovery processes 
 
主     査   筑波大学 教授    博士（工学）  佐藤 哲司 
副     査   筑波大学 教授    工学博士      松本  紳 
副     査   筑波大学 教授    工学博士      杉本 重雄 
副     査   筑波大学 教授    博士（理学）   鎮目 浩輔 
副     査   筑波大学 名誉教授 理学博士      石塚 英弘 
副     査   筑波大学 教授    理学博士      北川 博之 
 


































れ、そのことが SDI(Spatial Data Infrastructure)が出現する基となったと言われている。 
第２章では、更に、GIS に係るソフトウェアは、サーバ GIS とデスクトップ GIS の２種類
に大別できること、サーバ GIS には ESRI 社の Arc シリーズ（ArcIMS、ArcGIS、ArcSDE など）、













SDI の実現に際して６つの困難があることを紹介している。SDI を発展させた GOS は、SDI
単体では提供できない地理情報を、その地理情報を提供している機関とネットワークで接
続することでユーザに提供しようとするものであることを紹介している。本章では、更に、
アチェ州で使用されている GIS アプリケーションと GIS を概観し、本論文で解決しようと
している課題を明らかにしている。 
 第４章では、本論文の著者が開発した WebGIS アプリケーション２件を記述している。１
つは地理情報データを配布する機能に限定した専用アプリケーションであり、実際に復興

























































































平成 25 年 3 月 13 日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委
員全員出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を
行った。引き続き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程の学位論文の審査に関する内
規」第 12 条第 2 項に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定
された。 
 
【結論】 
 よって、著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
